
 

（第２号様式）   
令和３年４月８日  

 
県立三浦初声高等学校長  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 19 日実施） 

総合評価（３月 30 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の主体的に学
ぶ意欲を高め、基
礎学力を充実し、
確かな学力の定着
を図る。 

 
②学科併置の特色を
活かし、学びの楽
しさを実感できる
学習活動を展開す
る。 

 
 

①共通目標「見通しを
立て、振り返りをす
る学習活動の工夫」
達成に向け、ICT 活
用を定着させる。 

②学科併置の特色を明
らかにし、それを活
かした教育活動を展
開する。 

①基礎学力充実をめ
ざした共通目標達
成に向けて ICT を
活用した学校共通
の学びのスタイル
を確立する。 

②学科併置の特色を
活かしたｶﾘｷｭﾗﾑを
完成させる。 

②食や地域に着目し
た授業の工夫や教
育活動を実践す
る。 

①基礎学力充実に向
けて、教員・生徒
共に ICT を活用し
た学びのスタイル
を確立できたか。 

②学科併置の特色を
活かしたｶﾘｷｭﾗﾑを
完成できたか。 

②食や地域に着目し
た授業の工夫や教
育活動が具体的に
実践できたか。 

②入江圃場を有効に
活用できたか。 

①ｺﾛﾅ禍、ICT を全
職員が活用し工
夫 を 重 ね て い
る。 

②普通科と農業科
の横断的ｶﾘｷｭﾗﾑ
を組込んだ新ｶﾘ
ｷ ｭ ﾗ ﾑを作成し
た。 

②食育委員会の活
動をはじめ入江
圃場活用の基盤
を形成しつつあ
る。 

①ICT 活用を継続・
拡大させるための
施策が必要。 

②限られた人的資源
の下、普通科と農
業科のより一層の
横断的ｶﾘｷｭﾗﾑ構築
が課題。 

②都市農業科が実践
している食と地域
に密着した教育活
動と普通科の取組
みとの連携の仕方
が課題。 

〇ICT 活用はますます
重要になると思う
ので、テーマを決
めて体系的に取り
組む必要がある。 

〇全職員がICTを利活
用し工夫を重ねて
いる点は素晴らし
い。さらに最大限
に活用できる環境
整備を進めたい。 

〇教員・生徒の努力
の成果が見られて
いると思う。 

①休校中、全教科やＨＲ
でｵﾝﾗｲﾝの取組ができ
た。学校再開後も、常
時ｵﾝﾗｲﾝの活用を定着
させることが課題。 

②学科併置の特色が反映
した新ｶﾘｷｭﾗﾑ構築の土
台ができた。 

②入江圃場で作物の収穫
が確認できた。教育活
動の場として具体的な
活用方法を具体化する
ことが課題。 

 

①各ｸﾞﾙｰﾌﾟの協力による
ICT 委員会を発足させ、
学習活動や学校運営業
務等のあらゆる場面で
ICT 活用を前進させる。 

②細部の確認により新ｶﾘｷ
ｭﾗﾑを完成させる。 

②Being や食育委員会活動
等の場面で入江圃場の
活用を展開していく。
また、運用にあたり学
科・教科・ｸﾞﾙｰﾌﾟ等の
連携の在り方を工夫す
る。 

２ 
生徒指導 
・支援 

①基本的生活習慣の
確立と規範意識の
醸成を図り、支援
の視点を生かした
生活指導に取り組
む。 

②幅広い教育活動の
機会を活用し、コ
ミュニケーション
能力及び自己有用
感の育成を図る。 

①指導と支援の一体化
を進め、問題行動の
未然防止に向けた指
導・支援の在り方を
構築する。 

 
②精選した教育活動に
より、コミュニケー
ション能力や自己有
用感を育成する。 

①教育相談体制の
下、生徒理解・支
援をめざす OJT の
機会を充実させ
る。 

 
②ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに
基づいた学校行事
等の精選をし、計
画・立案をする。 

①生徒理解のための
具体的な研修等を
開催できたか。 

①支援の視点で生徒
の学習や生活に対
応できたか。 

②学校行事等のｽｸﾗｯ
ﾌ ﾟ＆ﾋ ﾞ ﾙ ﾄ ﾞを行
い、ｱﾝｹｰﾄ等から
生徒の充実感等を
確認できたか。 

① 職 員 研 修 会
(SSW)･生徒講演
会(外部講師)を
実施。 

①自己肯定感や人
間関係に係るｱﾝ
ｹｰﾄの実施と分
析ができた。 

②感染防止と生徒
の充実感を両立
させた行事が実
現できた。 

①講演会・研修会等
は計画的・継続的
実施が必要。 

①ｱ ﾝｹ ｰ ﾄの結果分
析、経年変化等を
今後の指導に生か
したい。 

②ｺﾛﾅ禍・平常時の
両方について、行
事のさらなる充実
を検討したい。 

〇生徒理解・支援の
ため、研修やｱﾝｹｰﾄ
を実施し、その成
果を生かそうとし
ている。 

〇一部の生徒の校外
での悪いﾏﾅｰに驚
く。地域を見守る
目で取組みたい。 

〇自己肯定感獲得の
推 移 を 確 認 し た
い。 

①２年間に渡る問題行動
未然防止研究指定の取
組の中で、様々な知識
や技術を生徒・教員が
知ることができた。こ
れらを日常生活に活か
していく方策が課題。 

②感染防止を踏まえなが
らも形態や視点等の工
夫で、効果的な文化発
表会や収穫祭を実現で
きた。 

①改訂された生活指導方
針やいじめ対応ﾏﾆｭｱﾙの
活用等により、指導と
支援の一体化をより一
層進めていく。 

②実現できた新しい教育
活動の工夫を、今年度
に限定することなく、
今後へも活かしていく
よう工夫をする。 

３ 
進路指導 
・支援 

〇地域に愛着を持
ち、地域で活躍す
る人材の育成に向
けて、生徒が自ら
目標を設定し主体
的に取り組むこと
ができる進路指導
の充実を図る。 

〇生徒一人ひとりの進
路希望を実現するた
め、生徒が自ら取り
組めるように３年間
を見通したｷｬﾘｱ教育
の体系化を図る。 

・ｷｬﾘｱ教育の観点か
ら、３年間を見通
したｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実を
図る。 

・生徒一人ひとりに
対して丁寧な進路
指導を行う。 

・卒業生が各自の進
路希望を実現でき
たか。 

・生徒は主体的にｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、ﾎﾞﾗﾝﾃｲ
ｱ、依託実習等に
取り組むことがで
きたか。 

・各年次にｷｬﾘｱｶﾞ
ｲﾀﾞﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
充実できた。 

・進路担当職員に
よる個に応じた
指導体制を築く
ことができた。 

・ｺﾛﾅ禍、小規模で
あったが、実施。 

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施
できなかったが、
「仕事の出前授
業」を行い仕事に
ついて考えさせ
た。 

〇個に応じたきめ細
やかな進路指導体
制による成果を期
待したい。 

〇就職環境の変化に
対応する情報収集
の 強 化 を 期 待 す
る。 

〇<普通科>進学:110 名
(6 割)/就職:39 名(2
割) 
<都市農業科>進学:13
名(4割)/就職:12名(4
割)が進路決定した。 

〇「私の進路計画」の冊
子が完成できた。 

〇ｷｬﾘｱ教育の視点に立っ
て、進学希望者のﾓﾁﾍﾞｰ
ｼｮﾝ等が学習活動全般を
牽引できるよう、その
指導の在り方を年次や
教科で検討を重ねる。 

〇「私の進路計画」の活
用方法を検討する。 

４ 
地域等と
の協働 

①地域の特性を理解
し、地域とのかか
わりを持ち貢献す
ることで、自己有
用感・自己肯定感
や社会性を育む。 

②地域の教育力を教
育活動に活かす。 

〇ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、ﾎﾞﾗﾝﾃｲ
ｱ、依託実習等に取
り組む生徒の活動実
績を支援し、より充
実させていく。 

 

①生徒の活動状況を
可視化し、生徒間
で共有できる工夫
をする。 

②学校運営協議会等
の協力で地域の特
性や教育力等の情
報収集をする。 

・HP や ICT、校内掲
示等を活用して、
生徒の活動状況が
発信できたか。 

・学校と地域とのﾈｯ
ﾄﾜｰｸをより広く充
実させたか。 

①ｺﾛﾅ禍のため地
域貢献活動を十
分に実施できな
かった。 

②学校運営協議会
の協力で、学校
説明会で産農人
のPRができた。 

①ｺﾛﾅ禍、地域連携
の情報発信ﾂｰﾙと
して HP の更なる
有効活用が必要。 

②新たな地域ﾈｯﾄﾜｰｸ
の構築を模索する
必要もあるだろ
う。 

〇今後とも地域の学
校として連携・協
力していきたい。 

〇地域等との協働・
連携を図ろうとす
る取組があり、継
続させてほしい。 

①例年通りにできなかっ
た農業科の直売は、新
たな販路等を開拓し、
地域との繋がりの巾を
拡げることができた。 

②学校運営協議会では、
分科会ごとに具体の意
見聴取ができた。 

①ICT 委員会を発足させる
ことで本校 HP の更新が
活発になり、地域への
情報発信ﾂｰﾙの役割を一
層充実させる。 

②活発で具体的な意見聴
取に向けた会議の進行
を工夫する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①両ｷｬﾝﾊﾟｽの環境や
連絡・防災体制を
整備し、安心安全
で信頼される学校
づくりをする。 

 
②生徒にとって生き
方のモデルとなる
ようなﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ
を充実させる働き
方を実現させる。 

①両ｷｬﾝﾊﾟｽにおける避
難体制をすべての生
徒・職員に実感をも
って浸透させる。 

 
 
 
②心身共に健康で風通
し良く、同僚性が実
現できる働き方をめ
ざす。 

①入江ｷｬﾝﾊﾟｽで両学
科合同の避難訓練
を実践する。 

①両ｷｬﾝﾊﾟｽの防災体
制を学校全体で共
有できる工夫をす
る。 

②業務が特定の職員
に偏ることないよ
う互いの同僚性を
発揮する。 

①入江ｷｬﾝﾊﾟｽで両学
科合同の避難訓練
を実践できたか。 

①両ｷｬﾝﾊﾟｽの防災体
制を学校全体で共
有できる工夫がで
きたか。 

②残業時間を増やさ
ず、年次休暇を計
画的に取得できた
か。 

①避難経路確認、
DIG の実施によ
り、災害時の避
難場所や避難方
法を考えさせる
ことができた。 

②ｺﾛﾅ禍、在宅勤
務やｵﾝﾗｲﾝ会議
等新しい働き方
を取り入れる機
会をもてた。 

①両学科合同の避難
訓練の実施ができ
ず、避難経路確認
となった。密にな
らない避難訓練の
実施を来年度は計
画する。 

②ｵﾝﾗｲﾝの活用で業
務（会議・研修
等）の効率化を一
層進めたい。 

〇今後もｺﾛﾅ禍での防
災や災害時対応に
ついて、さらなる
検討が必要と考え
る。 

〇新校発足３年が経
ち、校内の雰囲気
が年々良くなって
いる。 

①災害時の食糧確保を一
層充実させることがで
きた。また、三浦市防
災拠点に入江Ｃも加わ
り、その規約が整備で
きた。 

②職員の朝の打合せは両
ｷｬﾝﾊﾟｽをｵﾝﾗｲﾝで同時
開催が定着できた。 

①入江ｷｬﾝﾊﾟｽにおいて、
三密を回避した両学科
合同の避難訓練は次年
度必須である。 

②定期的な事故防止会議
開催により、高い意識
の維持に努める。 

②常に安全で衛生的な職
場環境の維持のため、
衛生委員会の効果的な
活用を工夫する。 

 


